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2018 US-Japan Medical Device Innovation Forum 

in Shizuoka 

2018 日米医療機器イノベーションフォーラム静岡 

【開催概要】 
 

■目的： 

本フォーラムは、スタンフォード大学や日米の企業、医療関係者、投資家等の専門

家による講演やパネルディスカッションを通じて、日本の医療機器ビジネスの課題や

今後の開発ニーズを明らかにするとともに、医療機器開発のフロントランナーである

米国シリコンバレーとのタイアップによる解決法を、具体的な成功事例を挙げながら

議論するもの。フォーラムをきっかけとして、日米間の連携を加速化し、既にある本国

の潜在力を活かしつつ、足りないものを新たに取り込む“グローバルエコシステム”の

形成を通じて、本国における医療機器イノベーションの活性化を目指す。 
 

■日時：平成３０年１１月７日（水） 

       ９：００～１８：００ （懇親会 18：00～） 
 

■場所：グランシップ 会議ホール“風”（静岡市駿河区東静岡 2-3-1）

（日英同時通訳） 
 

■主催： 

US-Japan Medtech Frontiers 

2018 日米医療機器イノベーションフォーラム静岡 実行委員会 
（静岡県、(公財)静岡県産業振興財団、(一財)ふじのくに医療城下町推進機構ファルマバレーセンター、はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点※） 

      ※浜松商工会議所、(公財)浜松地域イノベーション推進機構、国立大学法人 静岡大学、国立大学法人 浜松医科大学、光産業創成大学院大学、

浜松市、静岡県の７機関で構成 

 

■後援（予定）： 

経済産業省、厚生労働省、文部科学省、、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェト

ロ静岡、ジェトロ浜松）、（一社）日本医療機器産業連合会、(一社)ジャパンバイオデザ

イン協会、静岡県公立大学法人 静岡県立大学、独立行政法人国立高等専門学校機

構 沼津工業高等専門学校、学校法人静岡理工科大学 



■ プログラム案： 

９：００ 主催者挨拶 １４：１０ パネルディスカッション ④ 
     「中小企業によるイノベーション創出」 

９：１５ 講演 「シリコンバレーの成功理由、そして

医療機器・ヘルスケアの未来」 

１５：１５ パネルディスカッション ⑤ 
     「日米連携によるグローバルエコシステム形成」

９：５０ パネルディスカッション ① 
     「ヘルスケアを変える“デジタルヘルス、IoT、

AR/VR、ウェアラブル”の潮流」 

１６：２０ パネルディスカッション ⑥ 
     「日米のコラボレーションによる成功事例」 

１０：５５ パネルディスカッション ② 
     「日本におけるヘルスケアシステムの課題」

１７：２０ 講演 「シリコンバレーの成功理由、そして

医療機器・ヘルスケアの未来」 

１２：００ パネルディスカッション ③ 
     「超高齢社会における開発ニーズ」 

１７：４０ 閉会の挨拶 

１２：５０ 昼食 １８：００ 懇親会（地域企業展示会を同時開催）

（１３：３０ ランチョンセミナー開始） ２０：００ 終了 

 

■参加者（予定）：５００名  

米国側 ： ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学、ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰ企業、ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ／ｱｸｾﾗﾚｰﾀ、海外進出ｺﾝｻﾙ、VC、投資家など 

日本側 ： 医療機器・ヘルスケア関連企業、異業種、大学・研究者、医療関係者、支援機関、学生など 
 

＜過去の開催状況＞ 

H26 
開催日/場所 ： 平成 26 年 10 月 3 日（金）／ 東北大学百周年記念会館 

主  催 ： 東北大学メディカルサイエンス実用化推進委員会 

開催規模 ： ４００名 

H27 

開催日/場所 ： 平成 27 年 11 月 2 日（月）／ 大阪市中央公会堂 

主  催 ： 日米医療機器イノベーションフォーラム実行委員会（大阪大学医療系研究

科、大阪大学未来医療交流会、(公財)大阪市都市型産業振興センター、大

阪商工会議所、US-Japan Medtech Frontiers） 

開催規模 ： ２５０名 

H28 

開催日/場所 ： 平成 28 年 10 月 19 日（水）／ 広島国際会議場 

主  催 ： US-Japan Medtech Frontiers、日米医療機器イノベーションフォーラム実

行委員会（広島県、(公財)ひろしま産業振興機構、(一社)中国経済連合会、

広島大学） 

開催規模 ： ４５０名 

H29 

開催日/場所 ： 平成 29 年 11 月 8 日（水） ／ 沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

主  催 ： US-Japan Medtech Frontiers、日米亜医療機器イノベーションフォーラム

実行委員会（内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、琉球大学、万国医療津梁協

議会） 

開催規模 ： ２５０名  



2018 日米医療機器イノベーションフォーラム静岡（プログラム案） 
 

８：１０ 開場・受付開始 

11 階会場前にて、８：５０までに受付をお済ませください。 

（懇親会に参加される方は、受付にて 5,000 円をお支払いください。） 
 

９：００ 主催者挨拶 

  ・ 静岡県代表者 

  ・ Jack Moorman （US-Japan Medtech Frontiers 会長） 
 

９：１５ 講演：「シリコンバレーの成功理由、そして医療機器・ヘルスケアの未来」 

・ 講演者 ： John B. Simpson MD,PhD  

  （ 紹介 ）  池野文昭（スタンフォード大学） 
 

シンプソン氏は、スタンフォード大学心臓血管外科医であり、1978 年にシリコンバレーにおける

先駆的なベンチャー企業 Advanced Cardiovascular Systems（ACS）を設立。バルーンカテー

テルの中心に柔軟でかつ可動性のガイドワイヤーを有したシステムを開発。無数の患者さんの命を

救うだけではなく、今日使用されている低侵襲デバイスの多くの基礎となるコアメカニズムが形成

されました。その後も４０年に渡り多数のベンチャーを起業。７５歳になった現在でも新たなベン

チャーを起業する同氏は、世界中の患者さんに革新的な治療機器を提供し続けています。世界最大

のライフサイエンスクラスターであり、同分野におけるイノベーションの発信拠点であるシリコン

バレー。そのシリコンバレー発展の生き字引であり、世界最先端の医療技術を最前線でリードし続

ける同氏が、如何にしてシリコンバレーが世界最大のクラスターとなったか、そして医療機器・ヘ

ルスケアの未来をテーマに講演を行います。 

 

９：５０ パネルディスカッション①：「ヘルスケアを変える“デジタルヘルス、IoT、

AR/VR、ウェアラブル”の潮流」 
 

・ 座    長 ： Jeff Trost （Venture Principal Rock Health） 

・ パネリスト ： Walt Maclay,（CEO, Voler） ほか 
 

デジタル・ヘルス、IoT、コネクテッドヘルス、AR/VR、ウェアラブルなどの領域は非常に拡大し

ており、もはやその定義がなくなっているかもしれません。このパネルでは、単に意図された機能を

果たす医療機器の開発について考えるだけではなく、通信や得られた情報の分析等によって、以前よ

りも安価で高品質な医療サービスの提供を可能にすることについて提案します。特にフォーカスする

のは、疾患の早期発見、慢性疾患の管理、急性疾患後のフォローアップモニタリングの３分野です。
 

（１０：４０ 休憩） 

１０：55 パネルディスカッション②：「日本におけるヘルスケアシステムの課題」 
 

・ 座      長 ： 内田毅彦 (株式会社日本医療機器開発機構 代表取締役) 

・ パネリスト ： 青山竜文（株式会社日本政策投資銀行企業金融第６部ヘルスケア室長）

ほか
 

高齢化の進展や医療の高度化に伴う医療費の増加、生産年齢人口の減少など、社会や医療を取巻く環

境の大きな変化を踏まえ、安定的で持続可能なヘルスケアシステムの実現が求められています。今年

2018 年は、診療報酬と介護報酬が同時改定された非常に重要な年です。このパネルでは、これら

の課題を明らかにするとともに、政府の施策、産業界における最善の対応方法について議論します。
  



（１１：４５ 休憩） 

１２：００ パネルディスカッション③：「超高齢社会における開発ニーズ」 
 

・ 座    長 ： 阿久津靖子 (株式会社 MT ヘルスケアデザイン研究所代表取締役所長) 

・ パネリスト ： 飯島勝矢（東京大学高齢社会総合研究機構教授） 

    楢﨑浩一（SOMPO ホールディングスグループCDO 常務執行役員）ほか
 

我が国は 65 歳以上人口率が世界で最も高い国であり、米国は 2 番目に高くなっています。65 歳以

上の高齢者には、慢性疾患や老化に伴うその他の障害が高い割合で起こりえます。両国ともに、医療

システムが十分に整備されており、医療やヘルスヘアの機器やサービスの市場が十分に発達していま

す。このパネルでは、超高齢社会の進展に伴い高まるニーズの見通しとその解決策に焦点を当てます。

１２：５０ 昼食 （ 軽食配布 ） 
 

１３：３０ ランチョンセミナー（仮） 
 
◇ 地域による医工連携の取組等の紹介 

・国立大学法人 浜松医科大学 理事（教育・産学連携担当）・副学長 

  （はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点 研究統括） 山本清二 

 ・一般財団法人ふじのくに医療城下町推進機構ファルマバレーセンター センター長 植田勝智
 

◇ 協賛企業による企業プレゼン 

・ テルモ株式会社 執行役員 CTO 粕川博明 

・ 浜松信用金庫  （登壇者調整中） 
 

（１４：１０ 再集合） 

１４：１０ パネルディスカッション④：「中小企業によるイノベーション創出」 
 

・ 座    長 ： 山本光世 (JOHNAN 株式会社 代表取締役社長兼 CEO) 

・ パネリスト ： 澤根巨樹（沢根スプリング株式会社取締役（製造）海外担当） 

    筒井康弘（株式会社東海メディカルプロダクツ代表取締役社長）ほか 
 

このパネルでは、医療機器・ヘルスケア等分野において、日本の中小企業が海外市場を獲得する上で

の課題や障壁を明らかにするとともに、中小企業による世界展開、特に世界市場の約 4 割を占める

世界最大の米国市場への参入について成功事例を交えて議論します。 
 

（１５：００ 休憩） 

１５：１５ パネルディスカッション⑤：「日米の連携によるグローバルエコシステムの形成」
 

・ 座    長 ： 八木雅和 (大阪大学大学院医学系研究科バイオデザイン学共同研究講座 特任准教授)

・ パネリスト ： Daniel R. Burnett,（MD, MBA , Founder,  Theranova, LLC） 

Aaron L. Berez,（MD, President and CEO, Alembic, LLC） ほか 
 

過去 5 年間に、日本では、インキュベーター/アクセラレータ、ピッチコンテスト、医療技術開発プ

ロジェクト、新しい医療機器企業の創設など、著しい成長がありました。日本のエコシステムは依然

として未成熟の状態ですが、米国や他の国とのコラボレーションがこの成長を可能にしました。この

パネルでは、驚異的な成長の理由と成長を維持し向上させる方法について議論します。 
 



（１６：０５ 休憩） 

１６：２０ パネルディスカッション⑥：「日米のコラボレーションによる成功事例」 
 

・ 座    長 ： Kirk Zeller（US-Japan Medtech Frontiers） 

・ パネリスト ： Joe Heanue（CEO, Triple Ring Technologies） ほか 
 

近年、日米の企業間におけるコラボレーティブな取引が積極的に行われており、多くの企業が利益を

享受しています。このパネルでは、M&A や協業など幅広いタイプのコラボレーションを示すだけで

なく、具体的な成功事例や得られ教訓についても議論します。 
 

１７：２０ 講演：「（内容調整中）」 

・ 講演者 ：  ＜調整中＞ 
 

１７：４０ 閉会の挨拶 

  ・ 池野文昭 （スタンフォード大学） 
 
 

１８：００（予定） 懇親会 （地域企業製品・パネル展示会 同時開催） 

 10 階１００１会議室に移動（会費 5,000 円） 

地域企業によるパネル・製品展示会を同時開催 
 

２０：００（予定） 終了 
 

 

 

 

■ その他イベント（前夜祭企画） 

：学生とシリコンバレー起業家との意見交換会 

＜日時＞ 平成３０年１１月６日（火）１７時～１９時 

＜場所＞ グランシップ１０階 会議室 （静岡市駿河区東静岡２－３－１） 


